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抄録 : 本稿では，日本占領期ビルマにおける塩（食用塩）不足の問題を検討する。この件は，先行研究でほと

んど扱われてこなかった。分析した限り，戦争という困難の中だったが，塩の生産はそれなりに維持された可能

性が高い。だが，生産地からの集積と，集積した塩の配送・配給は非常に難しくなった。それに，輸入もあまり

できなかった。上ビルマでは塩湖の開発も行われたが，塩の騰貴を防ぐことはできなかった。

索引語 : 塩不足，太平洋戦争，ビルマ，日本軍

Abstract: This paper considers shortage of edible salt in Burma during the Japanese occupation. Previous studies have 
rarely dealt with this topic. According to the analysis, the production of salt would probably have been maintained at an 
adequate level despite the difficulty of war. However, the transport of salt from producing areas and the distribution of the 
stockpiled salt to other areas became very difficult. Moreover, the import of salt also became difficult. In Upper Burma, salt 
lakes were exploited, but rising salt prices could not be prevented.
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1．はじめに

太平洋戦争で東南アジア住民が被った被害の研究は，退潮傾向にある。退潮の主因としては，次の

2 つを想定出来る。その 1 は，1990 年代以後，日本の東南アジア研究が，地域研究にシフトしたこと

である。そして，太平洋戦争は，必ずしも東南アジア研究者の主たる研究テーマではなくなった。そ

の 2 は，日本史研究者が，現地語史料を読むことを，ほぼ断念したことである。第一線レベルの研究

には，やはり現地語史料の渉猟・読解が必要であり，日本史研究者はこの分野を切り開くのが難しく

なった。これらの結果，専論が少なくなり，講座本やシリーズ本で，新味の薄い説明が繰り返される

現象が生まれた。

筆者はこのような状況を克服しようと，ビルマに即して研究を続けてきた。そして，米不足の問題，

住民の軍律裁判抜きでの処刑，軍権力になじまない勢力の「討伐」，空襲による被害などについて，

論文を発表してきた。この他，労務動員や牛車の徴発についても，部分的に触れたことがある 1）。だ

が，日本占領期の塩（食用塩）の不足の問題には手を着けなかった。これまで，戦時中の日本列島の

食用塩不足については，日本専売公社編『日本塩業史』などが取り上げてきた 2）。また，各地の自治

体史（類）も，塩不足の様子を紹介している 3）。しかし，ビルマについてはまとまった研究は存在し

ない。かろうじて，1966 年の太田常蔵『ビルマにおける日本軍政の研究』が，2 頁を使って言及して

いるぐらいである 4）。だが，同著にしても，基本的に「緬甸軍政史」（ビルマ方面軍が 1943 年 7 月ま

での軍政についてまとめた内部史料 5））をなぞっているに過ぎず，それ以後の状況や，価格の地域差，

塩の生産などには踏み込んでいない。

この他，ビルマ人のウー・キンによるウー・フラ・ペー（バ・モオ行政府の商工部長，「独立」後

に土木林務相などを務めた）への聞き取りの中に，塩の問題が出てくる 6）。また，森山康平・栗崎ゆ

たか『証言記録　大東亜共栄圏』にも，増田真夫（ビルマ物資配給組合の専務理事）の，塩不足に触

れた談話が載っている 7）。それから，英国人のアンドラスの 1947 年の著書も，日本占領期の前後の

塩生産に言及している 8）。ただ，いずれも数行程度の記事である。

本稿では，このような研究の停滞を打破すべく，ビルマの塩不足について検討を進める。史料につ

いては，軍政監部産業部で塩政を担当した桑野福次（軍属）の日誌に，1942 年中盤から 1943 年初頭

までの情報が載っている 9）。そこには，「緬甸軍政史」には出てこない貴重な話が含まれている。桑

野はこの他に，戦時中に発表した文章で，元々ビルマの塩がどのような状態にあったのかを述べてい

る 10）。また，ビルマ（ミャンマー）国立公文書局の行政文書などの中に，断片的ではあるが関連す

る情報がある。それらを活かすことで，この課題を追究するのは可能である。日本占領期ビルマの研

究の宿命として，戦争末期の史料は特に少ないが，できるところまで事実関係を明らかにしたい。

以下，まず「2」で，戦前の塩の消費量や産地の変遷，価格などについて押さえる。「3」では，日

本軍が侵攻した後の塩の集積と配給の件を扱う。「4」では，1943 年 8 月の「独立」後の状況を追跡

する。その上で，「5」で小括をする。出てくる地名については，図 1（ビルマ要図）を参照されたい。
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図 1　ビルマ要図

2．戦前の塩の消費量と価格

先の桑野福次（軍政監部産業部の軍属）は，ビルマの塩の消費量を年間約 10 万トンと見なしていた。

10 万トンのうち，食用が 7 ～ 8 万トンで，塩干魚や塩漬け（魚醤など）用に 1 万トン，塩乾皮など

に 1 万トン使うということである 11）。バ・モオ行政府（日本軍の下に置かれたビルマ人の行政機構）も，

1942 年度の塩政についての報告で，消費を 10 万トンとしている 12）。1930 年代のデータでも，生産

が 4 万トン前後，輸入は 6 万トン前後とされているので 13），10 万トン前後が必要だったというのは

事実だろう。先のアンドラスも，生産が約 4 万ロングトン（約 4.06 万トン），輸入が 6 万トンだった

と述べている 14）。

その際，桑野は食用を 7 ～ 8 万トンと書いているが，塩干魚・塩漬け用と合わせて，8 ～ 9 万トン

が広義の食用ということになる。1944 年の『国勢グラフ』も，ビルマ人（全体）が摂取する栄養分

としての塩の平均値を，9.3 万トンとしている。また，同誌は，ビルマ人一人あたりの消費量を 5.77

キログラムとしている。同誌はこれを，10.98 キロのタイ，6.27 キロの仏印などと比べて，「一人当消

費量は人間所要量の最低位にカツカツ」と評していた 15）。日本では，1975 年に 4.7 ～ 5.1 キロ，2000

年代には 4.0 ～ 4.4 キロなので 16），これはやや大げさな表現である。

ともあれ，このような需要を賄うために，1930 年代のビルマは消費量の半分以上をドイツなどか

ら輸入していた。だが，1939 年に第 2 次世界大戦が勃発すると，枢軸国からの輸入はできなくなった。

その代わりに，インドからの輸入を増やしたが，充分に受け取ることはできなかった。桑野によると，

それへの対応として国産塩が増産されたという 17）。増産後の国産塩を，「緬甸軍政史」は 5.5 万トン
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とし 18），バ・モオ政府も 6 万トンとしている 19）。1930 年代には約 4 万トンだったのだから，1.5 ～ 2

万トン増えたことになる。その際，アンドラスは，ビルマは 1940 ～ 1941 年度に，約 9 万トンを生産

する能力を得たと記している 20）。

ビルマの塩生産はこのように推移したが，生産地域についても，一定の変動があった。1919 年の

Commerce Report は，塩は 60％近くがモーラミャイン県で，14％以上がパテェイン県（デルタ地域）

で生産されていると記している 21）。19 世紀末～ 20 世紀初頭の Gazette をもとに書かれた『ビルマ地

名要覧』は，下ビルマには満遍なく塩の生産地があったことを記しており 22），モーラミャイン県以

外でもかなり作られていたことになる。それが，この後，モーラミャイン県の比重がより高まり，

1930 年代後半には，大部分が同県の塩田でつくられることになった。桑野は，それ以外の場所では，

上ビルマの井戸で約 100 万ビス（約 1600 トン），下ビルマのパテェインの塩田で 500 万ビス（約

8000 トン）が作られただけと述べている 23）。桑野は，国産塩の 9 割がモーラミャインの南方産だと

も記している 24）。

先のアンドラスも，1940 ～ 1941 年度に，アマースト県（モーラミャイン県）では 8 万トン（推定値）

が産出されたと書いている 25）。8万トンというのは実績ではなかったはずだが 26），大部分がモーラミャ

イン産になったという見方は共通している。他に，パテェイン港が塩の搬入港になったとする資料も

あり，デルタでの生産の減退を示している 27）。

最後に，塩の価格だが，ラングーンでの卸売価格は，1000 ビス（約 1600 キログラム）あたり 122

ルピー前後だった。そして，小売価格は 160 ルピー弱だった 28）。ただ，他の地域ではもっと高額だっ

た。桑野は，元々物価（小売価格）に地域差があったので，公定価格をそれらの平均にしようとした

ことを記している 29）。やや古い資料になるが，先の Commerce Report（1919 年のもの 30））も，ラングー

ン以外の地域では，輸入塩がかなり割高（considerably higher）だと記している。ただ，具体的な金額

を記した史料は未見である。

販売の際には，1000 ビスあたり，国産なら 70 ルピーの消費税が，輸入品なら 70 ～ 80 ルピーの関

税が上乗せされた 31）。そしてそうなると，1 ビス（1.6 キログラム）をラングーン市民が買うには，

税金と合わせて 0.23 ～ 0.24 ルピーが必要になる。在留邦人の山田秀蔵は，ビルマの塩は「比較的高価」

だと記しているが 32），戦前のビルマの労働者の日当は，1 ルピーかそれ以下であり 33），塩 1 ビスの価

格は日当の 23 ～ 24％かそれ以上になる。今日の日本では，1.6 キロを 200 円程度で得られるのだから，

ビルマの塩は確かに割高だったことになる。

3．日本軍の侵攻と塩政

（1）塩の集積

日本軍は 1942 年 1 月にビルマに侵攻し，概ね 6 月までに平定戦を終えた。そして，7 月頃から，

軍政監部が本格的に事業を開始した。この時，軍政監部産業部に配属された先の桑野福次は，同年 7

月 9 日の日誌に，「塩が全国的に大不足で，重要な問題となっている」と記し，塩田の開発や増産奨

励が焦眉の急だと書いていた 34）。

軍政監部は，塩の主産地のモーラミャイン県が戦場になって，ビルマの生産は 3 分の 2 に減ったと

考えた。そこで，輸入を図るとともに，とりあえず同県の塩をラングーンに移送することにした。ラ
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ングーンへの輸送は主に帆船で行われ，1942 年 7 月から 1943 年 4 月末までに，月あたり 1000 ～

1500 トンを運んだ 35）。月あたり 1000 トンなら，1942 年 7 月～ 1943 年 4 月の 10 か月で 1 万トン，

月 1500 トンなら 1 万 5000 トンになる。軍政監部はこの結果を，輸送がうまくいかず失敗したものと

認識した。桑野は失敗の原因を，まず，モーラミャイン県で労働者と牛車が不足し，そもそも集荷す

るのが困難だったことに求めた。また，モーラミャイン県に鉄道の貨車がまわってこず，海上輸送も

敵に脅かされて途絶状態になったことも問題視した。その代わりに，艀で少量ずつ積み出したという。

桑野は，空襲のために，ラングーンで荷役の「苦力」が集まらなくなった問題も記している 36）。

一方で，軍政監部は 5 万トンの塩を輸入しようとしたが，こちらも難航した。最初の船は，1942

年 9 月 18 日に，塩 6 万袋を積んでジャワから到着した 37）。この塩は 3000 トンに相当し，10 月には

2500 トン，12 月には 3000 トン，1943 年 2 月には 3802 トンが到着した 38）。だが，雨季明け後（11

月後半以後），空襲が激化し，大型船がビルマに来航するのは難しくなった。昭南特別市警務部の「経

済保安に関する状況調」は，1943 年 2 ～ 3 月にビルマに運ぶはずだった塩を，輸送の関係でシンガポー

ルにまわすことにしたと記している。その分量は，1943 年 2 月分が 5110 トン，3 月分が 1 万トンだっ

た 39）。その結果，1943 年 3 月までの輸入は，合計 1 万 2302 トンにとどまった 40）。その後の 1943 年

4 月～ 12 月については，輸入はタイからに変更され，6000 トンの計画に対して実績はゼロだっ

た 41）。こうして，輸入による補充はほぼ打ち止めになった 42）。

（2）塩の配送・配給

ラングーンに集積された塩の配送・配給は，1942 年 10 月 1 日に始まった 43）。この時までに，塩の

流通は滞り，価格は高騰していた。バ・モオ行政府は，1942 年早期には，ラングーンでも地方でも，

1 ビスが 2 ルピー（1000 ビスが 2000 ルピー）になったとしている 44）。また，桑野は，配給の塩が届

く直前のマンダレーでは，1 ビスが 2.5 ルピー（1000 ビスが 2500 ルピー），ラーショーでは 1 ビスが

3 ルピー（1000 ビスが 3000 ルピー）だったとしている 45）。ラーショー南東 80 キロのタンヤンでは，

1 ビスが 5 ルピー（1000 ビスが 5000 ルピー）だったという 46）。ラングーンの価格は戦前の 15 倍，

マンダレーやラーショーは，戦前の価格がはっきりしないが，少なくとも 10 倍以上になったものと

見られる（戦前に 1000 ビス 200 ルピーだったとして計算）。早急な対応が必要なのは明らかだった。

配給（配送）業務を担当したのは，日本の商社員たちが運営を任されたビルマ物資配給組合だった。

軍政監部産業部は，バ・モオ行政府の商工部と相談し，1000 ビスにつき 70 ルピーの塩税を行政府が

得ることにして，集めた塩を組合に払い下げた 47）。その時に，税収の観点から，専売制をやめるこ

とを見送った。組合は 1942 年 10 ～ 12 月に，ラングーンでは 1000 ビスを 300 ルピーで販売した 48）。

その後，1943 年 1 月からは，1000 ビスにつき 400 ルピーで売った 49）。戦前のラングーンでの価格は，

1000 ビスにつき 160 ルピー弱だったが，生産・輸送のコスト増と，販売価格の地域差を踏まえて，

値段を調整したことになる。その際，小売業者には，400 ルピーの時に 380 ルピーで卸すなど，若干

安い価格で提供し，差額を彼らの儲けとした 50）。ただ，ラングーン以外では，小売方法などは各県

知事の裁量に任された 51）。そして，輸送費がかさむ地域では，それが加算されて，価格は割高になっ

た（これらについては後述）。

こうして軍政当局が本格的に動き始めた。「緬甸軍政史」は，1942 年 10 ～ 12 月には，月平均 2500

トンを配給したとしている 52）。桑野は同年 11 月 21 日の日誌に，マンダレーに膨大な塩・砂糖が運

ばれたことを記しており 53），上ビルマへの輸送も始まったことが確認できる。しかし，すぐにラングー
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ンのストックが減り，地方への輸送もスムースにいかず，配給量は減っていった。そして，1943 年 1

月の配給は 1486 トン，2 月は 804 トン，3 月は 640 トンに落ち込んだ 54）。桑野は，塩をラングーン

に集めても配給が後回しにされることがあったと書いている 55）。上に見たように，1943 年 3 月まで

にラングーンに集積した塩は，輸入分を含めて 2 万 2000 ～ 2 万 6000 トンだった（4 月分を入れない

で計算）。3 月までの配給は約 1 万トンだったので，どちらかといえばラングーンからの搬出が隘路

になっていたことになる。

鑑みるに，ビルマ全体の年間の需要（食用）が 9 万トンだったのなら，1 か月に 7500 トンの配給

が必要である。それが，1943 年 3 月には，配給は必要量の 1 割にも達しなかったわけである。シャ

ン連合州のカローでは，1943 年 1 月に住民が塩などの受け取りの不正防止に動いたというが 56），受

け取る側も必死だった。このような中，塩を密造する者も現れた。桑野は，1943 年 1 月にバゴー県

での塩の密造の情報があったことを記している。その価格は，1 ビスが 1 円（ルピー）以上（1000 ビ

スが 1000 ルピー以上）だった 57）。ラングーンでは，1943 年 1 月以後は 400 ルピー（＋塩税 70 ルピー）

だったので，その 2 倍以上の価格で密造・闇取り引きがなされたことになる。

（3）1943 年中期の様相

1942 年 11 月～ 1943 年 5 月の乾季には，塩生産が再開された。バ・モオ行政府の報告書は，この

時の生産について，役人たちの尽力もあって，一気に自給自足できるまでになったとしている 58）。

ただし，バ・モオ政府は後に，（「独立」後の）1 年間で自給自足できるようになったと言い直してい

る 59）。そのことからも，行政府の説明は宣伝的なものだったはずである。それでも，桑野は，塩の

濃液を煮詰める釜の鉄を自身が集めたこと，パンガ（モーラミャイン県南方の塩田地帯）に薪が積み

上げられていたこと，塩田に水が満ちていたことを記している 60）。そして，桑野は，生産の見通し

が明るくなったと見た。そうであれば，多少は増産できたのかもしれない。

1943 年 5 月に雨季になると，この年度の生産は終了した。また，雨のために帆船が動かせなくなり，

モーラミャイン方面からラングーンへの輸送が難しくなった。鉄道も貨車が不足し，6 月には同方面

の鉄道橋の破壊が相次いで，ラングーンへの搬出は途絶したという。そこで，林兼商店と高岡水産の

漁船 3 隻で，ラング－ンへの輸送を 2 か月間行い，少しでも補おうとしたということである。また，

7 月 28 日からは，ビルマ方面軍の命令で各部隊が協力して，毎日 20 両の貨車をパンガ方面に動かし，

モーラミャインの組合倉庫に集積したという 61）。

このように，モーラミャイン県での集荷，ラングーンへの集積は，苦心惨憺のありさまだった。そ

れに，先に述べたように輸入もできなくなっていた。それでも，ラングーンからの配送は幾分改善し

た。「緬甸軍政史」は，4 月上旬にミッゲーの橋梁が直り，運びやすくなったと述べている。同橋梁

はマンダレーの南方にあり，橋の手前で荷を降ろす必要がなくなったのだった。それに，雨のために

空襲が落ち着いたことも，配送の改善をもたらした。「緬甸軍政史」は，5 月以降，2500 ～ 2700 トン

程度の配給に成功したと書いている 62）。それでも，12 か月に換算して 3 万トン強，つまり必要量の

3 分の 1 を賄う程度の配給に過ぎず，塩価の騰貴を抑えることはできなかった。『バマ・キッ 63）』

1943 年 7 月 13 日号は，上ビルマの塩は，1 単位（1 袋＝ 50 ビスか）が 175 ルピーだと報じている。

品質の悪い赤塩は，125 ～ 130 ルピーだったという。1000 ビスなら 3500 ルピー（赤塩なら 2500 ～

2600ルピー）になる。前年 10月に，途絶状態にあったマンダレーやラーショーでは 2700～ 3000ルピー

に高騰していたが，それよりも値上がりしたわけである。
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より「奥地」のシャン連合州については，1943 年夏頃には，住民は塩 40 ビスとアヘン 1 ビスを喜

んで交換したという。この件について，北シャンの軍政担当者だった堀田一之大尉は，塩を運んで来

さえすれば「阿片の三千ビス位はたち所に集め得るのである」と記している 64）。

4．「独立」後の状況

（1）塩が増産された可能性

1943 年 8 月の「独立」後の展開については，鉄道がインパール作戦の準備のために，軍需輸送に

より傾斜したことや，空襲が激化傾向にあったことから，塩を含む民需品の輸送は一層困難になった

と見るのが一般的である 65）。先のミッゲーの橋梁も，10 月以前に空襲で破壊されてしまった 66）。塩

の生産についても，釜の鉄や燃料の薪が必要なので，物資不足の折柄，状況は一層悪化したと予想で

きる。

ところが，実際には，生産については必ずしも悪化しなかったようである。この点について，バ・

モオ政府の記者会見資料（1944 年 8 月）で，商工省は，下ビルマで塩の生産割り当てを行い，自給

自足できるようになったとまとめている。塩の生産は増え，既に状況は，品質の向上を図る段階に達

しているというのである 67）。先のフラ・ペーも，日本占領期の経済的困難を個別具体的に語りなが

らも，バ・モオ政府の手中にあった塩の生産は，まだましだったという意味のことを述べている（as 

the salt factories were in the hands of the Government, salt manufacture in a short space of time was as normal 

as it could be in the circumstances 68））。その際，バ・モオ政府は生産の自由化を進めようとしたという。

バ・モオ政府の塩務予算は，右肩上がりで増えたことが確認でき 69）。様々な増産の努力がなされた

ことになる。

それに，ビルマ（ミャンマー）国立公文書局の行政文書からも，デルタのミャウンミャ県で，塩が

作られるようになったことが確認できる 70）。また，戦後の英国軍の調査でも，ミェイッ県（モーラミャ

インの南方 400 キロ）の生産がかなり増えたと報じられている。他に，ダウェー県（モーラミャイン

の南方 300 キロ）でも余剰が出ていたということである 71）。

増産について忘れてはならないのは，「2」で見たように，下ビルマでは，元々モーラミャイン県以

外でも満遍なく生産されていたことである。それが，採算の問題もあって休止・廃止されたが，再開

は難しくなかったのだろう。それに，1939 年以後に生産が増えており，いざとなれば増産し得るも

のでもあった。1943 年 2 月までビルマにいた桑野も，ビルマの塩生産の倍増は遠くないと語ってい

た 72）。

ただ，塩が増産されたとして，必要な材料をいかにして揃えたのかが問題になる。この点は必ずし

も充分には答えられない。それでも，例えば薪については，1943 年末以後，モーラミャイン県など

で農事振興会が成果をあげていたことで説明できる。同振興会は，ドゥ・バマー・スィンイェーダー

党のタキンたちと，日本の商社員たちが中心になって運営していた。1944 年 8 月時点で，モーラミャ

イン県で 1 万 8000 戸，タトウン県で 1 万 2000 戸，バゴー県で 5000 戸が会員になっていたとい

う 73）。同振興会は，主に米や野菜の増産を図ったが，薪も扱っていた。製塩用の薪は，この会に支

えられたのではなかろうか。
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（2）配送・配給について

このように，1943 年 8 月の「独立」後のビルマでは，塩の生産が増えた可能性がある。だが，そ

れを集荷し，ラングーンに集積し，さらに配送・配給するのは依然として困難だった。先の，1945

年にビルマに戻ってきた英軍の民生部次長の報告からも，ダウェー県の塩が集められないままになっ

ていたことがわかる 74）。作っても，集めて運ぶまでに至らなかったわけである。また，1944 年 4 月

のピャーポウン県（ラングーンの南西 80 キロ）の行政文書には，塩が村では公価よりも非常に高くなっ

ているという話がある 75）。同県はラングーンからそれ程遠くない地域だが，搬入が難しくなり，様々

な手間賃が加算されたのである。同年 1 月の販売に関わるボーガ社の文書には，より具体的な情報が

書かれている。それによると，ラングーンで 1000 ビスあたり 380 ルピーで仕入れた後，輸送費・税金・

袋代を加算して，526 ルピーで売ったという 76）。公定価格はこの時には 400 ルピーだったが，販売は

運搬の実費を加算してなされたわけである，

この後，公定価格は 3 月に 1000 ビスあたり 500 ルピーに，8 月には 900 ルピーに引き上げられ

た 77）。その間の 6 月 24 日の塩価を，英国軍の情報資料は 1000 ルピーと記録している 78）。これは実

勢価格の平均値と見られ，8 月にはその水準に公価を引き上げということになろうか。平均値が 1000

ルピーだったのなら，遠隔地では相当な高額になっていたはずである。

もっとも，上ビルマでは，塩湖から塩を取る事業も進められていた。それは，主にシュエボゥ県（マ

ンダレーの北西）でなされたものだった。第 15 軍経理部の飯森徳秀主計少佐は，この事業によって，

月産 1200 トンの道筋を付けたと書いている 79）。これが満額で達成されたなら，年産では 1 万 4000

トンになる。井戸での生産（1600 トン程度）が続けられとすれば，合計 1 万 5000 ～ 6000 トンになる。

しかし，上ビルマと下ビルマの人口はほぼ同数であり，上ビルマでは年間 4.5 万トンが必要だったは

ずである。数字を見比べると，これだけではやはり苦境の打開には程遠かったことになる。

実際，例えば火野葦平（陸軍報道班員）は，1944 年 7 月に，カレーワの住民が食塩と油を欲しがっ

ていたことを記している 80）。同じ頃，ミッチナーを守っていた日本軍の歩兵第 114 連隊は，集落の

住民を根こそぎ集めるために，「壺一杯の米と，缶一杯の塩を分けてやる」という言い方をしたとい

う 81）。いずれも，塩の騰貴・不足を窺わせる話である。

この他，ビルマ物資配給組合の専務理事だった増田真夫も，民需物資で戦争の後半に特に不足した

のは塩と砂糖だと述べている 82）。これはビルマ全体についての話だが，最後まで供給が難しかった

ことがわかる。

5．まとめに代えて

以上，限られた史資料を繋ぎ合わせるような分析になったが，日本占領期ビルマの塩事情の推移に

ついて，一通り見通しを付けた。生産について数値的なデータは得られていないが，必ずしも低下し

なかったと見られる。問題はむしろ，集積・配送の困難にあった。生産地で集貨し，ラングーンに集

積し，全国に配送・配給するのが非常に難しくなり，著しい塩不足が現出したのだった。その際，地

方の役人や，日本が雇った技術者や労働者が，優先的に塩を配給されていたことを示す史料もあ

る 83）。そうなると，一般の住民は後回しにされ，ますます塩が得られなくなったはずである。この

ような問題も，今後，史料の発掘と共に，検証すべき課題である。
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最後に，塩の不足と病気の関係に触れておく。今日，医学的には，南米のヤノマミ人の生活を踏ま

え，塩の不足が直ちに病態をもたらすわけではないと言われている 84）。そしてそうであれば，ビル

マでの塩不足は，基本的には，塩干魚や魚醤の不足を含む食生活の貧弱化の話だったことになる。そ

れでも，貧困層がどれだけの塩を得られたのか，また，嘔吐・下痢・大量の発汗などで塩が大量に失

われた時に，充分に補充できたのかという疑問も浮かぶ 85）。暑いビルマでは，大量に発汗すること

が多かったはずである。それに，米が不足する中で 86），食べ慣れない代用食を摂取すると，下痢も

多発したと見られる。日本占領期のビルマで，これらの事態がどの程度あり，どれ程の住民が塩不足

で体調を崩したのか，今後も継続的な分析が必要である。
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本研究は JSPS 科研費 JP20K00979 の助成を受けたものです。





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


